
3回目の接種
　2回目の接種後、原則8か月を経過した人に、クーポン券（接種券）をお送りしています。当面、医療従事者が対
象で、個別医療機関で行います。クーポン券が届いたら、医療機関に直接予約してください。
　なお、3回目の集団接種は、2月から開始予定です。
※医療従事者は、勤務先の医療機関で接種できる場合がありますので、勤務先に直接お尋ねください

新型コロナワクチン接種情報

 電子証明書
　今まで紙で海外渡航用のワクチン接種証明（ワクチンパスポート）を発行していましたが、
12月20日からスマートフォン上の専用アプリから国内・海外渡航で利用できる二次元コード
付きワクチン接種証明（電子版）が発行できるようになりました。専用アプリの取得方法など
は市公式ＬＩＮＥまたは市ホームページでご確認ください。
※申請・発行にはマイナンバーカードによる本人確認が必要となります

接種記録書

接種済証

ワクチン接種証明書について
　接種証明書が必要な場合には、以下のⒶ～Ⓓのいずれかの方法で証明書をご利用ください。

  証明書の写真  接種証明（紙）発行の手続き
    方法 （受付は郵送のみ）
　郵送による申請で、「接種証明
（紙）」として発行します。
①�申請書をホームペー
ジからダウンロード
※�ダウンロードできな
い人は郵送しますの
で、市コールセンターへご連絡
ください
②�申請書と本人確認書類（保険証・
運転免許証の写し）を〒574‐
0028幸町8‐1すこやかセンター
地域保健課まで郵送

 紙での証明書（接種済証・接種記録書）
　2回目までの予防接種を終了した人にそ
の場でお渡ししている証明書

お手元にある人は
Ⓒも可

紛失などでお手元
にない人はⒹへ

　携帯電話またはス
マートフォンでⒷを
撮影したもの

Ⓐ

Ⓑ Ⓒ Ⓓ

　12月16日時点の情報です。今後、変更する可能性もありますの
で、最新情報は市ホームページをご覧になるか、コールセンター
へお問い合わせください。

氏名
□□□□□

生年月日
0000年00月00日

最終接種日
0000年00月00日

ホームページ「新型コロナワクチンの接種について」
子育て関連の記事には
ダイトンが付いているよ！
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初回（1・2回目）接種の1月集団接種について
　新たに満12歳を迎える人や、今まで接種できていない人の1・2回目の接種について、1月の集団接種は毎週土曜
日午前10時～午後4時までになります。接種を希望する人は、お早めにご予約ください。
　2月以降も実施予定ですが、ワクチンの供給量が未定のため、最新のスケジュールは市ホームページをご確認く
ださい。順次公開します。

インターネット：https://jump.mrso.jp/272183/
市コールセンター：☎072・800・4645（午前９時～午後５時30分（年末年始を除く））

予約方法
（集団接種）

　申請期限が3月31日㈭まで延長になります。また、初
回の支給（最大3か月）に加え、再支給（最大3か月）も可
能となり、総合支援資金（再貸付）の申請受付期間終了
後の1月以降は、緊急小口資金および総合支援資金（初

回）を借り終わった世帯も対象になります。
問生活困窮者自立支援金支給事務担当
☎800・3344（平日午前9時～午後5時30分）

生活困窮者自立支援金の申請期限の延長および再支給 申請期限：3月31日㈭

大東市地域商品券の有効期間は1月31日㈪までです
　未使用の商品券の買い取り・
換金・返金はできません。未使
用の商品券をお持ちの人は忘れ
ずにご使用ください。
大東市地域商品券を受け取っていない皆さんへ
　対象者には9月中にゆうパックで地域商品券を配布
しました。不在などの理由で受け取っていない場合は、
コールセンターまでご連絡ください。
対令和3年6月1日現在で住民登録がある人
●支給内容＝対象者1人につき5千円分（500円券10枚）
の地域商品券

問地域商品券事務局コールセンター
☎872・5670　FAX 870・9608　
daito2021@or.knt.co.jp　※2月28日まで

開設時間：平日午前9時～午後5時30分の開庁日

取扱店舗
一覧

▲

新型コロナウイルス感染症により影響を受けた
市民の皆さんを支援します

18歳以下の子どもに対して10万円相当の給付をします
　児童手当受給世帯には、12月24日に支給を完了しま
した。
　次の人は申請が必要です（2月28日消印有効）。1月
4日から申請受付を開始し、1月末から順次、10万円を
一括給付します。
①18歳までの子を養育している公務員

②16 ～ 18歳（平成15年4月2日～平成18年4月1日生
まれ）の子のみを養育している市民
他申請資格、申請様式、必要書類などは
ホームページを確認してください
問子ども支援グループ☎872・8401
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税
の
申
告　

　「
所
得
税
の
確
定
申
告
」は
税
務
署
で

「
個
人
住
民
税
の
申
告
」は
市
町
村
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。申
告
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
必
要
で
す
。

個
人
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

①
令
和
4
年
１
月
１
日
現
在
、
大
東
市
に

住
所
が
あ
る
人

②
給
与
所
得
者
の
う
ち
、
次
の
Ⓐ
Ⓑ
に
当

て
は
ま
る
人
Ⓐ
給
与
所
得
以
外
に
少
し

で
も
所
得
が
あ
っ
た
人
Ⓑ
勤
務
先
か
ら

市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
な
い
人
（
日
給
所
得
者
・
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
）

③
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
者
の
う

ち
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合

計
金
額
が
４００
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
、

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人

※
所
得
税
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
個
人
住
民
税
は
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

個
人
住
民
税
の
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

人
（
同
時
に
個
人
住
民
税
の
申
告
を
し

た
と
み
な
さ
れ
ま
す
）

②
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
勤

務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
人

③
前
年
中
の
所
得
が
公
的
年
金
な
ど
に
係

る
雑
所
得
の
み
で
日
本
年
金
機
構
な
ど

か
ら
市
に
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
人
の
う
ち
、
年
齢
が

65
歳
以
上
で
収
入
金
額
が
１５５
万
円
以
下

の
人
、
64
歳
以
下
で
１０５
万
円
以
下
の
人

（
年
齢
は
１
月
１
日
時
点
）

④
前
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
人
や
所
得

が
少
な
く
個
人
住
民
税
が
か
か
ら
な
い

人
（
た
だ
し
、
課
税
証
明
書
の
交
付
が

必
要
な
場
合
や
、
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
・
公
営
住
宅
家
賃
の
算
定

の
ほ
か
、
各
種
制
度
を
利
用
す
る
た
め

に
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

医
療
費
控
除
の
申
告
に
は

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
が
必
要
で
す

　
適
用
を
受
け
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
明

細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
領
収
書
は

自
宅
で
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

問
課
税
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ
☎
87０
・
0

　

4
　

1
　

8
、
門
真
税
務
署
☎
06
・
6

　

9
　

0
　

9
・

0
　

1
　

8
　

1

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
に
関
す
る
質
問
は「
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
」や「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」へ

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
税
務
署
内

で
対
面
に
よ
る
一
般
的
な
内
容
の
税
務
相

談
は
原
則
行
い
ま
せ
ん
。「
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
」、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
」
や
「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�

問
門
真
税
務
署
☎
06
・
6
9
0
9
・
0

　

1
　

8
　

1
（
自
動
音
声
案
内
「
１
」
番　
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
）

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
定
申

告
が
で
き
ま
す

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
申
告

書
を
作
成
し
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
（
提

出
）で
き
ま
す
。

　
給
与
所
得
や
年
金
所
得
が
あ
る
人
、
副

業
な
ど
の
雑
所
得
が
あ
る
人
な
ど
は
、
入

力
す
る
だ
け
で
自
動
計
算
し
て
く
れ
る
ス

マ
ホ
申
告
が
簡
単
で
便
利
で
す
。

問
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク
☎
0
5
7
0
・
01
・
5
9
0
1

門
真
税
務
署
の
申
告
書
作
成
会
場
は

「
守
口
門
真
商
工
会
館
」
で
す

時
２
月
16
日
㈬
～
３
月
15
日
㈫
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除

く
。
た
だ
し
、
２
月
20
日
・
27
日
は
開
設

し
て
い
ま
す
）

※�

申
告
相
談
の
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
で

す
。
来
場
者
数
に
よ
っ
て
は
、
早
め
に

受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

所
門
真
市
殿
島
町
６
‐
４　
持
源
泉
徴
収

票
な
ど
の
申
告
に
必
要
な
書
類
の
他
、
本

人
確
認
書
類
、前
年
分
の
申
告
書
の
控
え
、

利
用
者
識
別
番
号
な
ど
の
通
知
（
お
持
ち

の
人
）、
電
卓
な
ど　
他
上
記
期
間
は
門

真
税
務
署
内
に
は
、
申
告
書
作
成
会
場
を

設
け
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
申
告
書
な
ど

は
、
郵
送
で
の
提
出
も
可
能
で
す
。
還
付

申
告
を
す
る
場
合
は
、
２
月
16
日
よ
り
前

で
も
提
出
で
き
ま
す

問
門
真
税
務
署
☎
06
・
6
9
0
9
・
0

　

1
　

8
　

1
年
金
所
得
者
・
給
与
所
得
者
の

還
付
申
告
相
談
会
場
を
開
設

時
２
月
2
日
㈬
～
4
日
㈮
午
前
９
時
30
分

～
午
後
3
時　
所
市
民
会
館
（
キ
ラ
リ
エ

ホ
ー
ル
）　
対
相
談
予
約
券
を
お
持
ち
の

人　
他
相
談
予
約
券
の
な
い
人
は
、
申
告

相
談
は
で
き
ま
せ
ん
（
事
前
予
約
制
で
予

約
受
付
は
１
月
６
日
で
終
了
し
ま
す
。
当

日
の
予
約
券
の
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※�

申
告
書
が
完
成
し
て
い
て
提
出
の
み
の

人
は
、
予
約
券
が
な
く
て
も
開
設
期
間

中
随
時
受
け
付
け
ま
す

問
門
真
税
務
署
☎
06
・
6
9
0
9
・
0

　

1
　

8
　

1
、
課
税
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ
☎
87０
・

0
4
1
8

申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
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市
税
の
お
知
ら
せ

「
給
与
支
払
報
告
書
」
な
ど
の
提
出
期
限

は
1
月
31
日
で
す

　
給
与
な
ど
の
支
払
者
は
、
給
与
の
支
払

先
全
て
に
つ
い
て
、
給
与
支
払
報
告
書
を

作
成
し
、
各
市
町
村
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、
報

酬
な
ど
の
支
払
調
書
お
よ
び
法
定
調
書
合

計
表
は
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
提
出
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
給
与
支
払
報
告
書
な
ど
の
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
光
デ
ィ
ス
ク
な
ど
に
よ
る

提
出
義
務
基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
前
々
年
に
税
務
署
へ
提
出
す
べ
き
源

泉
徴
収
票
の
枚
数
が
１００
枚
以
上
で
あ
る
事

業
所
な
ど
が
対
象
で
す
。

問
給
与
支
払
報
告
書
に
つ
い
て
：
課
税
課

市
民
税
グ
ル
ー
プ
☎
87０
・
0
4
1
8
、
法

定
調
書
・
同
合
計
表
に
つ
い
て
：
門
真
税

務
署
☎
06
・
6
9
0
9
・
0

　

1
　

8
　

1

給
与
特
別
徴
収
の
お
願
い

　
個
人
住
民
税
の
給
与
特
別
徴
収
と
は
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
事
業
主

（
給
与
支
払
者
）が
毎
月
従
業
員（
給
与
所

得
者
）
に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税

を
天
引
き
し
て
納
付
す
る
制
度
で
す
。
原

則
事
業
主
は
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
個

人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主
は
所
得
税
の
よ

う
に
税
額
計
算
や
年
末
調
整
を
行
う
必
要

が
な
く
、
従
業
員
は
金
融
機
関
な
ど
で
納

付
す
る
手
間
が
省
け
ま
す
。

　
給
与
特
別
徴
収
が
ま
だ
の
事
業
主
は
、

特
別
徴
収
へ
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
課
税
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ
☎
87０
・
0

　

4
　

1
　

8
償
却
資
産
の
申
告
は
1
月
31
日
ま
で
に

　
法
人
や
個
人
で
工
場
や
商
店
を
営
む
な

ど
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の
事
業

に
使
用
し
て
い
る
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

場
合
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
所
有
す
る

資
産
の
内
容
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
期
限
間
近
に
な
る
と
窓
口
が
混
雑

し
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
１
月
17
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
の
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
す
で
に
申
告

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
届
い
て
い

な
い
人
や
、
新
た
に
事
業
を
始
め
た
人
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

償却資産の例

構造物
（建物附属設備）

門・塀・緑化施設など
の外構工事、舗装路面、
看板（広告塔）など

機械・装置 コンベア、工作機械、冷
凍冷蔵設備など

車両・運搬具 フォークリフトなどの大
型特殊自動車など

工具・器具備品
パソコン、各種工具、事
務用備品、陳列ケース、
冷暖房機器、理美容機器、
医療用機器など

問
課
税
課
資
産
税
グ
ル
ー
プ
☎
87０
・
0

　

4
　

2
　

0

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
募
集
!!

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌

を
編
集
す
る
た
め
、
広
報
誌
の
フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
掲
載
す
る

記
事
の
取
材（
箇
条
書
き
で
も
可
）・
写
真

撮
影
な
ど
（
広
報
誌
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
を
し
て
い
た
だ
け
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

対
取
材
・
写
真
撮
影
の
で
き
る
16
歳
以
上

の
市
民
で
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
持
っ
て

い
る
人　
●
募
集
人
員
＝
10
人
（
多
数
の

場
合
は
選
考
）　
●
任
期
＝
4
月
1
日
～

来
年
3
月
31
日　
●
謝
礼
＝
年
額
1
万
円　

他
写
真
が
好
き
な
人
、
人
と
話
す
の
が
好

き
な
人
、
大
東
市
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
人
、
大

歓
迎
！
特
別
な
知
識
や
技
術
は
い
り
ま
せ

ん
。
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す

申
問
1
月
31
日（
消
印
有
効
）ま
で
に
郵
送

か
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
、
簡
単
な
応
募
動
機
を

書
き
、
自
身
で
撮
影
し
た
写
真
（
プ
リ
ン

ト
か
デ
ジ
タ
ル
画
像
）
を
添
え
て
〒
574
‐

8
5
5
5
秘
書
広
報
課
☎
870
・
0
4
0
3　

kohokocho@
city.daito.lg.jp

時 1月26日㈬午後1時～ 3時30分（受付3
時まで）　所市民会館（キラリエホール）　
内大東市内、四條畷市内の企業を中心と
した11社による就職面接会　
￥0　他事前予約制。参加企業
の求人一覧は二次元コードか
らご覧ください

参
加
企
業

管清工業㈱
大阪テクニカルヤード

㈱日研工作所
パシフィックサプライ㈱

川村義肢㈱ パナソニックエイジフリー㈱
山麓会 ㈱マルカミ物流

摂津倉庫㈱ ニッポー㈱
㈱永木精機 ㈱森本製作所

申問ハローワーク門真　職業相談部門☎06・6906・6831（部門コード41＃）

ハローワーク門真×大東市×四條畷市　合同企業就職説明会・面接会
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　市では、昨年11月10日にTJグループホールディン
グス㈱と「災害時等における用地、施設の使用及び災害
廃棄物の処理等に関する協定」を締結しました。
　この協定は、災害時に市街地で大量に発生する災害
ごみ（廃材、家具など）を、発電のための資源として活用
することにより災害ごみが軽減でき、道路、公園などの

機能回復を図るものです。
　さらに、他の発電施設が被災し、電力供給が停止した
場合でも、伝送電線が被災していなければ、バイオマス
発電により市の避難所などの施設へ安定的に電力供給
が可能となることから、災害時にも安定して運営でき
る避難所づくりをめざしていきます。

　  大東市×TJグループホールディングス㈱との協定
災害時のごみを活用して発電し、その電力を避難所へ供給！

問危機管理室☎875・0211

地産地消型の電力供給モデル

全国初

大量に発生する災害ごみ
（廃材、家具などの木材）

木質バイオマス
資源を燃料化

木質バイオマス燃料を使用して発電

系統連系に接続させ、
地域の公共施設などに供給

避難所などの施設

　市内外から集まった飲食店や雑貨
店が、26店舗出店した久しぶりの大

東ズンチャッチャ夜市。会場に設置されたストリートピアノの
音色とともに夕暮れから夜へと変わっていき、各店舗に施された
電飾が、会場を幻想的に灯していました。会場に来ていた子ども
からは「お祭りみたい」とうれしそうな声が聞こえてきました。
　また、11月13日に「住道
ガッタンコ音市」が初開催
され、JR住道駅前におい
しいご飯とかわいい雑貨
店が立ち並びました。ア
クセサリーを探す親子や、
ピアノの音色にひかれて
立ち止まる人の楽しそう
な姿が見られました。

お届けします

地域の話題

▲ピアノ上手に弾けたよ～♪

▲かわいいアクセサリーばかりで悩むな～

11月24日 

大東ズンチャッチャ夜市が
1年ぶりに開催

▼きらびやかなおしゃれ空間

取材：市民レポーター　藤山亜弓（写真①②）

①

②
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記
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時
と
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こ
ろ  

内
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容  

講
講
師  

出
出
演  

対
対
象  

定
定
員  

￥
費
用  

￥0
無
料  

持
持
ち
物  

券
整
理
券
配
布
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売

他
そ
の
他  

申
申
し
込
み
先  

問
問
い
合
わ
せ
先  

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス  

保
一
時
保
育
あ
り（
原
則
有
料
、申
込
要
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
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小中学生弁論大会
「心をことばに～伝えたい気持ち～」
　昨年11月12日、サーティホ
ールで大東市小中学生弁論大
会を開催しました。「弁論の
部」では小学生966人、中学生
2, 637人の予選応募者の中か
ら選ばれた10人の小・中学生
が、家族や友達との関わり、
環境問題や社会問題におい
て、心に強く感じたことやた
くさんの人に伝えたいことな
どを熱く語りました。「1分間
スピーチの部」では、各小学
校の5年生から1人ずつ代表
者が自分の学校の特徴や自慢
できることを元気に紹介しま
した。

▲1分間スピーチの発表者

▲小学生の受賞者

▲中学生の受賞者

弁論の部受賞者は次の皆さん
です（順不同・敬称略）。
【市長賞】
尾田大輔（住道南小6年）
住谷和奏（諸福中3年）
【市議会議長賞】
中川小雪（諸福小6年）
山中愛梨（北条中2年）
【教育長賞】
比嘉大輔（四条小6年）
尾﨑海斗（四条中3年）

【大東ロータリークラブ会長賞】
中井紗也花（深野小6年）
岩田明菜（氷野小6年）
鈴木心花（南郷中2年） 
眞鍋拓未（大東中2年）

市内の畑で野崎保育所の子どもたちが
レンコン掘りを体験
　昨年12月9日に食育の一環として、子どもたちがレン
コン掘りを体験しました。大東の土は、鉄分が多くレン
コンに適しており、昔は「河内レンコン」として、市内で
も栽培されていました。
　まずは、どんな風にレンコンが埋まっているのかを子
どもたちに見てもらい、次に土と親しんでもらうために
泥だんご作り。だんだんと土に慣れてきた子どもたちは、
おのおのレンコン掘
りをはじめ、大小さ
まざまなレンコンを
たくさん収穫するこ
とができました。

▲大きなのを収穫したよ～

▼土の中にレンコンを発見！
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